
健康支援ツール(Wellくん)の活用を核とする成果連動型適性健康行動支援体制の構築

事業目的

１．民間委託事業者、富山連合会（事務局・共同設置保健師）及びコンソーシアム参加健保組合との三位一体の
協力体制で包括型の保健事業を推進する基盤を構築すると共に、重症化予防によって得られた成果を全体に
波及させていく。また、包括型の成果連動型モデルとしての事業化が可能か否かを検証する。

２．本事業が他地域におけるコンソーシアム事業として有効か否かを、基盤整備によって得られる｢特定健診後の
総合的フォローアップ(包括型の成果連動型モデル)｣の事業化の実証実験から検証する。

参加団体

代表組合：北陸銀行健康保険組合（以下、健康保険組合を省略）
参加組合：廣貫堂・不二越・富山県自動車販売店・北陸電気工業・日本重化学工業・中越パルプ工業

日本カーバイド工業・富山第一銀行（順不同）
事務局：健保連富山連合会
民間委託業者：株式会社ウェル・ビーイング

実施の流れと具体的作業

実施前の
状況分析

対象者の
リスク分析

｢カラダつうしんぼ｣の送
付と各種保健事業の実施

各保健事業への参加や達成率をリスクポイ
ントやレセプトの変化から横断的に評価

実施前の
状況分析

対象者の
リスク分析

｢カラダつうしんぼ｣の送
付と各種保健事業の実施

各保健事業への参加や達成率をリスクポイ
ントやレセプトの変化から総合的に評価

レセ・健診
データから
介入前の状
況を把握

生活習慣病関連
疾患のリスクを
｢Wellくん｣により
解析し、リスク
ランキングリス
トを作成

●リスクポイントが表示された
｢カラダつうしんぼ｣の印刷送付
●健康啓発紙の送付/掲載
●「健康宣言」の作成・掲示
●健康オリンピックの実施
●健康ラブレターの実施
（●はインセンティブ設定）

リスクポイントによって総合的生活習慣病関連疾患
の重症化リスクが表示されているリスクランキング
リスト(複数年)に各保健事業の参加の有無・達成率
生活習慣病関連疾患の医療費・同入院の有無等を表
記し、施策の介入前後でのリスクポイントの差に
よって、目的とした生活習慣病関連疾患の発症や重
症化は抑制されたか否かを検証

一元管理するリスクランキングリストの項目イメージ
健保名 年度 ID 性別 年齢 事業所 所属 リスクP

収縮期
血圧

HbA1c
服薬

(血圧)
既往歴

(心)
喫煙 郵便番号 住所

脳卒中

発症確

率（％）

血管年

齢（歳）

特定保
健指導

生活習慣病
関連疾患医

療費

生活習慣病
関連疾患の
入院の有無

A 2021 山田 太郎19560603 男 63 B C 17 140 8.8 有 有 有 1112222  富山県 20 90 － 133,456 有

A 2022 山田 太郎19560603 男 64 B C 15 138 7.6 有 有 無 1112222  富山県 15 90 － 10,000

B 2021 海野 次郎19860707 男 44 G F 5 135 5.4 無 無 無 1112222  富山県 2 45 動機 0

B 2022 海野 次郎19860707 男 45 G F 9 143 5.8 無 無 無 1112223  富山県 5 50 積極 0

追加項目



リスクポイントと生活習慣病
関連疾患医療費との相関性

カラダつうしんぼ
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「健康宣言」
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企 業 の 方 針
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９健保のコンソーシアム

Well Being Co.

ツール・ノウハウ
マンパワーの提供

データ解析・評価

問合せ・相談

国
へ
の
成
果
報
告

定期的集合研修
成功/失敗事
例の共有化

調整役の健保連富山連合会
（ 共 同 設 置 保 健 師 ）


